
様式７　授業改善プロジェクト アクション・リサーチのまとめ 英語教員指導力向上研修

氏名

40 名

5 時間

 クラスの様子・特徴

A 授業の観察 B　生徒による授業評価 C 学力データ

リサーチについての問合せ先：　

１学年英語科

総合英語 CROWN　Ⅰ・Ⅱ

19029 国則美恵子受講番号 学校名 高知西高等学校

研究の成果

 科目名 使用教科書名

歴史と伝統のある本校の英語科に、英語力向上の夢を持ち入学してきた語学力の高い生徒が多い。ほぼ全ての生徒が、自主学習ができ、意欲的に授業に参
加する。非常に優秀な生徒や、反面英語が好きではあるが、授業についていけるのかと不安を持つ生徒もいる。

本校の目標「１００プロジェクト」を達成するため、英語センター試験での高得点を目指し、長文読解力をつけさせる必要がある。

英語の基礎力はついており、学力的にも高い生徒がほとんどだが、長文読解力がまだ弱い。様々な検定試験や、３年後のセンター試験に全国
レベルにまで引き上げるために、英語力の弱い部分を今から向上させる必要があるのではないか。

仮説３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 実践３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 検証３
持久走と同じで、長文読解力の筋肉トレーニングをさ
せてはどうか。良質多量の英文に授業や補習・自主
学習で取り組ませることで、日ごとに長文読解に慣
れ、読解の速度が上がるのではないか。

授業のWarm-upとして、Comprehension Check を
導入、長文読解を習慣づけた。各種検定試験、セン
ター試験や、模試問題から多く問題を引用し学習さ
せた。また、各種の試験を強く意識した、問題形式を
定期考査に導入したり、模試の過去問を解析するこ
とで、全国での偏差値を強く意識させるようにした。生
徒が楽しみながら問題に取り組めるよう、無意識に良
質で多量な英文を多く読めるよう工夫した。

授業でのモティベーションをあげるために、生徒の興味
関心を引くようなトピックを選び良質の長文を多く読ま
せた。実用的な問題を定期考査に導入することで、全
国模試等での偏差値を強く意識させることができた。進
路指導にも波及する効果があったと思われる。
その他、生徒が興味関心を持てるよう、努力していると
ころを生徒が評価してくれた所も教員の意欲を向上さ
せてくれるという、結果につながった。

単語・熟語指導を徹底し、定着をさせた後、音読指
導や英語運用活動を多く取り入れることで、長文を速
く読めるようになるのではないか。

文法問題集とともに、教科書の各レッスンごとの新出
単語・熟語を出題範囲とする試験を定期的に実施
する。その年間学習計画書を作成し、系統的に自主
学習ができるように準備、年間を通して指導していく。
授業で、各レッスンの始めにボキャブラリーレッスンを実
施、語彙が定着するよう回数を多く練習させる。

ボキャブラリーレッスンを実施、練習を繰り返すことで、
得点率は回を重ねるたびに良くなってきている。語彙が
定着してきているものと考えられる。授業での、課題プリ
ント実施を徹底し、テストの不合格の生徒には、合格
するまで指導を続けた。その結果、取り残しが減ってき
た。定期テストでの総合点でも、不合格者が減った。
長文読解の折、楽に速く文章が読めるようになったとの
声が多くなった。

検証２
和訳先渡し授業を実施するため、授業での教材取り
組みの速度が非常に速い。学習内容もかなり多い。こ
の学習内容を事前把握させ、また授業での取り組み
の経過を残していけるよう、ノート作成を徹底的に指
導し活用させることで、結果的に読解力をつけさせるこ
とに繫がるのではないか。また、長文に慣れることができ
るのではないか。

　学習内容を事前把握させるため、予習ノート作成
を徹底的に指導する。和訳と学習プリントを事前に配
布し、予習ノートを作成させる。授業に参加し、取り
組みの形跡も確認できるようにし、レッスンごとに提出
させるなど徹底した指導を実践。その結果は、ノート・
ポートフォリオ評価表に個人ごとに指導記録を残し、
振り返りシートにもなるように、取り組みの結果を自己
評価させ再提出させて指導を続けた。

予習ノート作成が効果的に作用したものと考えられる。
授業への取り組み等も確認できるため、徹底した指導
が実践できた。ノートとポートフォリオ評価表を通じて、
指導を続けることで、生徒自身での観点別学力の把
握や、教員も生徒の学習面での悩みを知ることにもつ
ながり、予測していた以上の結果が得られよかったと思
う。

仮説２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 実践２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

問題の確定

予備調査

ほぼ全ての生徒が、予習や復習を欠かさず、意
欲的に授業に参加している。英語力や学習に
取り組む姿勢には、個人差があり、学力にも差
があるが、非常に活発で前向きに授業に参加、
大きな声が出るクラス。

和訳前渡し授業を実施、本文内容読解にかけ
る時間を省き、Reading/Shadowing/Pair
Work 等の活動を多く取り入れた内容に満足
し、４技能向上につながっていると感じている。

職場電話

生徒の授業評価の中に長文読解力がついたとの意見が多く見られた。授業改善に向けて自らの授業を振り返り、課題を見つけ、改善していくための方法として、
リサーチクエスチョンを用いて、仮説の実践により、ある一定の成果が見られたといえる。自己到達感をも得られた。生徒の学力を向上させるために、あれこれ悩む
事ほど楽しいことはない。仮説を立てて、実践した後、その結果が出たときなどは、大きな喜びを感じ、教員としてのやり甲斐も感じることができた。

今回のアクションリサーチを通じて、成果をあげることができたと言えるのではないかと思う。教員としてもそれなりに成長できたし、何より、生徒の立場に立つことがで
きたと思う。この活動を通じて見えてきた新たなクエスチョンを始め、今後は、授業を振り返ることはもちろん、指導法について色々な視点から観察し、生徒に合った
授業にするために、個々の課題について、アクションリサーチなどの方法を使って取り組んで行きたい。

電子メール０８８－８４４－１２２１

今後の授業改善の課題

検証１

仮説・実践・検証

前期中間テスト総合英語　クラス平均79.5点
文法平均82.5点　前期課題テストクラス平均
83点　（学年平均65点）

研究の背景

リサーチ・クエスチョン

仮説１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 実践１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒

単位数（授業時数）

 研究対象（学年、クラス等） 生徒数


